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小児感覚器疾患の医療
～発達障害と難病・希少疾患への展開～
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13：05～14：05 第1部　発達障害への展開

発達障害児と難聴●守本倫子（国立成育医療研究センター 感覚器・形態外科部 耳鼻咽喉科 診療部長）
発達障害児の視機能管理●神部友香（埼玉県立小児医療センター 眼科 科長）　

13：00～13：05 開会の挨拶　大島久二（国立病院機構東京医療センター 院長）

16：55～17：00 閉会の挨拶 松永達雄
（国立病院機構東京医療センター 臨床研究センター 聴覚・平衡覚研究部 部長）

15：05～15：20 休憩

14：05～15：05 第2部　難病・希少疾患への展開

先天性難聴に対する原因診断の重要性とそのアプローチ
●和佐野浩一郎（国立病院機構東京医療センター 臨床研究センター 聴覚障害研究室 室長）

難病希少疾患と眼科的所見●齋藤麻美子（千葉県こども病院 眼科 医長）

15：20～16：55 第3部　小児感覚器医療の新たな課題と動向

希少疾患と感覚器異常：武内・小崎症候群の聴力障害
●武内俊樹（慶應義塾大学医学部小児科 専任講師）

国内外の小児感覚器医療の現況について
●中川尚志（九州大学大学院医学研究院耳鼻咽喉科学分野 教授）


